
 

 

 

 

デジタルリテラシー習得に向けた動画コンテンツの 

提供開始について 

 

１　目的 

デジタル技術の進展に伴い社会経済環境は急速に変化しており、デジタル技術の活用

による労働生産性の向上に向けて、リスキリングの重要性がますます高まっている。 

こうした中、変化に対応してリスキリングを推進する県内企業等に対し、実務での活

用・応用につながるデジタルリテラシー習得のための動画コンテンツを制作・提供する

ことで、県内産業における生産性向上と競争力強化を図る。    

 

２　動画コンテンツの概要 

 

３　予算額 

25,000 千円 

 

４　事業目標 

コンテンツ利用者数：2,750 名/年 

 

 

 

 

 

 

 

特徴

 
○企業におけるデジタル技術の具体的な活用事例等を通じて、 

デジタルリテラシーの重要性や実務での活用・応用手法を学ぶ

ことを重視。 

○IT パスポート試験シラバス（Ver.6.3）に準拠。 

○県内企業等の多様なポジションの方が視聴することを想定し、

レベルをⅠ～Ⅲの３段階に区分。 

【レベル区分及び対象者のイメージ】 

レベルⅠ：デジタルを扱う一般従業員 

レベルⅡ：ＤＸ推進担当候補者 

レベルⅢ：ＤＸ推進担当者・責任者 

 対象企業 リスキリング推進宣言企業（令和６年 10 月末時点：352 社）

 
動画本数（予定）

 
約 50 本 

（レベルⅠ：19 本、レベルⅡ：約 20 本、レベルⅢ：約 10 本） 

 
提供時期（予定）

 
レベルⅠ　　：令和６年 11 月下旬 

レベルⅡ・Ⅲ：令和６年 12 月～令和７年１月 

 
提供方法

 
YouTube 配信による提供（限定公開機能を活用） 

令和６年 11 月 19 日 
課　名　商工労働局人的資本経営促進課 
担当者　課長　平賀 
内　線　3409

資料番号     ５



【参考】動画イメージ 

 

　■ 企業での具体的な活用事例を紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 生成ＡＩ等の最新技術にも対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 各動画では理解度確認のためのクイズを用意 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　■ 動画で学んだことを実務に活かすためのアクションプランを例示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【参考】告知用チラシデザイン（案） 

 

■　表面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

■　裏面 

 


